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All roads lead to Earth!! 

環境問題解決のための方法は一つではない 

All roads lead to Rome.「すべての道はローマに通ず」という諺はローマ帝国時代に、世界

各地からの道が中心（ローマ）に向かって延びていたことを指します。同じように環境問題

解決のための手段はいくつもあり、そしてそれらは全て地球環境、すなわち私たちの未来

に通じています。人はとかくある目的を達成するのに、古い方法に固執しがちなものです

が、うまくいかないときは躊躇なく新しい方法に切り替えなければなりません。現代のような

変化の激しい世の中では、とくにその必要があります。 

＊＊＊ 

近年の日本の学生環境サークルの著しい増加、青年の様々な環境活動の広まりには目を

見張るものがあります。そして、環境問題に取り組むにあたって、国内だけでなく世界に目

を向けることが必要であると感じている人は多いと思います。しかし、どうやって環境国際

的な活動ができるのか、環境活動を行ないながら英語や異文化への理解を身につけけら

れるのか、まとまった情報がなく、私たち自身も情報集めに大変な苦労しました。 同様な

悩みをお持ちの方のために、これから国際的な活動をしていきたいという方のために、この

ガイドブックは作られました。 

 

Hope you can gain something to take a step forward from this guidebook. 

Thank you. 
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Life for Learn, Learn for Life(デンマーク短期留学)              

世界中の仲間と共に学んだ1年半(スウェーデンへの留学:国際修士プログラム)     

Ideas into Action （アメリカ留学 + インターンシップ）                                  
I People and Nature...only one world(国際自然保護NGOでインターンシップ)              

国際協力の現場から、ほんのちょっと活動を紹介！(JICA青年海外協力隊)          

As one Asia（アジア放浪・ボランティア体験）                            

大自然の中で、多くの友人と(カナダオーガニック農業体験)                       

ドアを開けると別世界～3ヶ月で世界一周～(世界一周の船旅)                       

 

将来は？国際的な環境の職は‥                                 

体験・ボランティア等プログラム一覧・お薦めサイト                                

 

■短期体験談 【国際会議・海外研修・国際交流他】 

｢日本の学生は本当に環境問題をなくす気があるの!?｣(米国の青年ギャザリング)       

他国との協働の難しさと面白さを実感(北東アジア青年環境ネットワーク（NEAYEN）会議)     

TIME FOR ACTION!! 150カ国の青年と･･･(UNEP TUNZA青年国際会議)             

国連気候変動会議で行なう環境活動! (国連会合でのユース会議)             

｢体験に勝るものなし。現場を見よう!｣(地球環境市民大学校 活動体験)         

足もとから考える環境問題・地球への思い (国際ワークキャンプ NICE)                     

高校生外交官として（ＡＩＵ高校生国際交流プログラム）                   

 

      世界の青年環境団体 

環境・英語の勉強方法 

備えあれば？？国際会議に行く前に一読の価値あり                          

国際会議を開催したくなってしまったら･･                              
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IPC (The International People’s College) 
2001Autumn term と 2002 Spring term の前半を受講 
場所  デンマーク ヘルシンゴー市 
期間  4 ヶ月＋2ヶ月 
学校  IPC (The International People’s College)  

URL: http://www.ipc.dk 

概要 

メッセージ 

どこへ行くにしても、異文化を体験するという

ことは、自分の固定観念を崩すいいチャンス

です。それに、自分や自分の文化を見直す

チャンスでもあります。楽しんで！ 

： 参考情報 ： 

*私のページ↓。 

http://www.geocities.jp/eco_dandelion/ipc  

ダサイし、参考にならないですが… 

他にもフォルケホイスコーレで検索して下さい 

*清水満 1996 『生のための学校』 新評論         

Life for Learn, Learn for Life 

デンマークのフォルケホイスコーレThe International Peopleõs College 

名前：大関 はるか（Haruka Ozeki） 

1979 年リビアのトリポリ生まれ。宇都宮育ち。高校生の時、
地元宇都宮でＲＤＦ発電所の建設に対する白紙撤回を求め
る運動に家族が関わったのをきっかけに、長崎大学の環境
科学部を選ぶ。１期生として、仲間に恵まれ環境サークル
「っじゃすみん」の設立に関わる。学生時代は、エコ・リーグ
の他、諫早湾の干拓問題や動物の問題、在日に関すること
など、幅広く手を出し、講演会、写真展、上映会などを主催
する。卒業後（2003 年）から、京都の（有）ひのでやエコライ
フ研究所勤務。（大学４年時のエコ・リーグの８月ギャザリン
グ（2002@京都）で社長と会って就職が決まる） 

プロフィール 

感想 

＊英語ができないとおもしさに欠ける。がんばるしかない。彼氏ができると飛躍的に英語力が伸びた（笑）。単語力があるか、相当
外向的か、発音がいい（＝耳がいい）かのいずれか２つが当てはまると、英語ができなくてもやっていけると思った。 
＊世界中のいろんなところから来た人と生活することは、自分が日本人であることを意識させられた。また、毎日がショックの連続

で、気付くことも得ることも本当に多かった。それまでの固定観念がだいぶ壊された（ありがたいヨ。笑）。帰国後も海外のことが

話題に上がるとき、具体的に「誰々の住んでいるところ」というイメージを持つことは、身近に感じられて私にはとっても良い。 
＊試験のための勉強や机の上での勉強に、窮屈でしんどさを抱えていた私にとって、ワークショップや表現活動や話し合いの多
い授業はとってもおもしろかった。先生が「環境問題に関心のあるはるかなら、この問題どう考える？」などの質問の仕方で、生
徒それぞれのバックグラウンドに持っているものを大事にしてくれたのがうれしかった。ただ、日本では自分の頭で考えることを
おろそかにしていたため、他の国の人と比べて、自分の考えが貧弱なことや自分の国について知らないことは恥ずかしかった。 
＊当時のデンマークの制度は、うらやましいものや居心地の良いものが多く、とても興味深かった。特に環境・福祉・教育面で。 

参加にいたるまで 

 ＊カンボジアの女性の自立の為のアメリカのＮＧＯの日本支部立
ち上げに関わる為、長崎大学３年生の終わりに休学申請する。 
＊現地で起きた洪水のために、今年は保留すると言われ、お先真
っ暗。実家に引きこもってひたすら無気力な時間を過ごす。 
＊元気がない中、宮崎の旅人・エコロジスト松本英揮氏の講演会
を宇都宮で主催する。両親に「そんなに重要な人なら、一緒に東
京までの電車に乗って、話を聞いてもらったらいいじゃないか」と
言われ、そうしてもらう。東京で入ったつぶつぶカフェで、彼はペ
ーパーナプキンにデンマークの地図を書き始めた。「ここに欧州
一すばらしい現代美術館。ここに福祉の学校。ここにＩＰＣ…」 
＊家に帰ってＩＰＣのホームページを見て、わくわくして一気にやる
気になった。 
＊すぐに入学申し込み、ビザの申請、国際学生証等の細かいもの
の発行の手続きをする。 ビザの申請はお早めに 

学校の内容、授業内容 

＊デンマークにはフォルケホイスコーレ（民衆のための学校）が１００近くある。１８歳以上なら誰でも入れる。試験が一切ない全
寮制の学校で、お互いから学ぶことを大切にしている。主にレクチャー形式でなく、円座のワークショップ形式で授業が進む。 
＊ＩＰＣは生徒も先生も世界中の人が集まる学校。授業だけでなく、掃除や食事の後かたづけ、夜のパーティ等毎日のイベント
を共有する。秋タームは 4ヶ月。春タームは 5 ヶ月。通常どちらかだけの参加だが、私は春タームの半分まで長居した。 
＊私が受講した科目は、NGO World, Globalization, Sustainable Development, Conflict and Resolution, Team building, Film 
studies, Denmark in Scandinavia, African studies, Brazilian studies, Middle East, Danish, English, Yoga and Band playing, 
＊月に一度、授業が丸一日ない「特別な日」“feature day”があり、テーマが決められている。性について。とか、戦争について。
とか、本当にいろいろ。その中で、ワークショップやゲーム、スピーチや寸劇など様々な表現方法で共有する一日となる。 
＊Cultural evenings は、ほとんど毎週土曜日の晩に、それぞれの国や地域で、自分たちの文化や歴史などを楽しく紹介する
夜。Japanese Cultural evening は、私の時はお祭りをして、とっても人気があった。 

筆
者
、
右
上
。 

～長期体験談～ 
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活動内容 

・ 大学の時に交換留学でスウェーデンのストックホルム大学で
1 年間勉強した際（国際ビジネス専攻）に、スウェーデンの環
境対策が優れていることに関心を持ち、もともと興味のあった
環境問題について、将来修士課程で専門的に学びたいと思っ
た。ただ、もともと親に頼らず、自分の資金で行きたいと思っ
ていたので、3年間は日本で働くことを決意。 

・ 大学卒業後、環境関連の仕事に就きたいと考えていたが、環
境関連の仕事自体が少なく、1 年半最初の企業で働いた後、
転職して環境関連の仕事に。この間、留学の費用を貯める。 

・ ちょうど大学卒業後 3 年目の年、資金も貯まったので、1 年計
画で留学準備をする。働きながら、英語を再度勉強しつつ、環
境の知識も徐々につけていき、スウェーデンの修士プログラ
ムに応募。 

・ 春に合格通知を受け取る。合格後も、直前まで仕事を続けな
がら、英語と環境問題について勉強。 

参加にいたるまで 

 

スウェーデン ルンド大学の国際修士プログラムで 
サステナビリティについて学ぶ。 
場所   スウェーデン ルンド 
期間   2002 年夏～2003年冬（1年半） 
留学先プログラム 

ルンド大学国際修士プログラム 
環境科学専攻 
Lund University International Master’s  
Program in Environmental Science 

         http://www.lumes.lu.se/ 

概要 

メッセージ 

日本にいたら知らないままでいることなど、

世界にはたくさんあります。世界に飛び出し

て行って、違う考えや文化に接し、今までと

違う視点に出会うも面白いですよ！それが、

意外とサステナビリティの考え方には重要だ

ったりすると思います。 

： 参考情報 ： 
＊ スウェーデンの修士課程検索ページ（英語）   
Study in Sweden 

＊ http://www.studyinsweden.se/templates/cs/SISProgramSearch____504
6.aspx 

 

世界中の仲間と共に学んだ 1年半 

環境先進国スウェーデンへの留学：国際修士プログラム 

名前：田原 由美子（Yumiko Tahara） 

環境活動の経歴：大学時代からA SEED JAPANのボランテ
ィアなどで活動。大学卒業後も Natural Step などの環境
NGO でボランティアに参加。現在、(株)あらたサステナビリ
ティで、環境/CSR報告書のアドバイザリなどに携わる。 

プロフィール 

・ 世界の縮図のような環境で、広い視点からサステナビリティ
について学ぶことが重要とのプログラムの趣旨から、世界
30 カ国からの 40名の学生とともに学んだ。 

・ コース内容に関しては、生物学からエネルギー、環境とビジ
ネスなど幅広く、また、System Thinking という思考方法など
も授業に取り入れられているため、全体を網羅することが
出来た。 

・ 修士論文の執筆期間は半年弱あり、リサーチなどをするこ
とも可能だったので、日本とスウェーデンの比較研究を行っ
た。 

 

感想 

＊ 世界中の仲間と共に多様な価値観の中で、勉強以上のものを学んだ。以前は、厳しい世界の現状について、テレビなどのメディ
アを通してしか聞いたことがなく、実感もなかったが、仲間を通して直接感じられるようになったことや、文化などの違いによる考
え方の違いについても、違う視点を合わせることでより良いものが生まれることについても身をもって体験した。 

＊ サステナビリティについて横断的に学ぶことで、様々な分野での関わりが目に見えやすくなり、包括的及び体系的な考え方も出
来るようになった。 

＊ 勉強面は毎週レポートを提出することや、テキストのリーディングなど、かなりハードな部分もあったが、勉強と遊びをうまく切替え
れば充実した日々だった。 

＊ このプログラムで共に学んだ仲間は一生の友達であり、プログラム修了後もコミュニケーションを取っている。 
＊ スウェーデン自体が環境先進国であり、その生活の質の高さと日常生活でも感じられる環境対策には感銘を受けた。 
 
 

 

～長期体験談～ 
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自らの環境負荷の低減にも積極的に

取り組み、オフィスは地球にも体にも

やさしいグリーンオフィス→ 

参加にいたるまで 

 【応募の経緯】 
米国ミネソタ州マカレスター大学で国際学・環境学専攻、地理情報
システム(GIS)副専攻。卒業後 OPT(Optional Practical Training)を
利用してワシントンDCのロビー活動を中心としたNGOに就職する
が、より国際環境を専門とした団体で働きたいと感じ、Idealist.org
という世界中の NGO の求人情報を掲載するウェブサイト上で WRI
の Development Department でのインターンに応募。 
【選考プロセス】 
英文のレジュメとカバーレターを送付 
面接（1日のうちに 3-4人のスタッフと面接を行い、志望動機、今ま
での活動、将来の展望、自分のワークスタイル等について質問さ
れた） 
【応募のポイント】 
カバーレターやレジュメを直接送る際には Job Description をよく読
み、自分がいかに相手が必要としている人材であるかを簡潔にア
ピールすることが重要。 

World Resources Institute（世界資源研究所）での 
インターンシップを通して国際環境 NGOの効果的な 
マネジメントとコミュニケーション手法を学ぶ 
場所  米国ワシントン DC 
期間   6 ヶ月 
ホスト World Resources Institute（WRI） 
地球環境保全と貧しい人々の生活向上のための具体的な 
ソリューションを提案し実行する国際環境シンクタンク。 
主催 なし（Idealist.org のインターン募集を見て直接応募） 

概要 

メッセージ 

Save what you love, and love what you 
learné「好き」「面白い」という気持ちを大切
に、目標に向かって頑張りましょう！The 
sky is the limit☆ 

： 参考情報 ： 
＊ World Resources Institute URL：www.wri.org 
＊ NGO関係の国際求人サイト Idealist URL：www.idealist.org 
＊ ちょっとシュールで面白い環境ニュースなら Grist URL：www.grist.org 
＊ DC に行ったらワンガリ・マータイさんも訪れるこのカフェへ Busboys 
and Poets URL：http://www.busboysandpoets.com/ 

Ideas into Action 

米国ワシントンDC国際環境NGOでインターンシップ 

名前：竹本 祥子（Shoko Takemoto） 

大学の環境哲学の授業エコフェミニズムを学び環境アクティビズ

ムと環境正義に目覚める。在学中はWWF (バルセロナ)インター

ンの他バイオディーゼルクラブ・有機野菜クラブ等の環境活動に

参加。現在は日本で環境コンサル会社勤務 

プロフィール 

WRI の Development Department は団体全体の経営戦略を立
て、効果的にWRIの活動内容や目的をPRし、運営資金を集める
部署である。政府・企業・個人等様々なドナーを持つ WRI では、
それぞれのドナーにあった手法でコミュニケーションの戦略をた
て、更なる支援を促すための普及啓発活動を行う。インターンと
して、この部署で行われるドナーに対する様々な宣伝・報告活動
等のサポートを行った。 
＊企業・政治界等の著名人(アル･ゴア、等)からなる理事会(ボード)対応：

ボードミーティング準備や新しいボードメンバーｰのリサーチ 

＊NYで行われた創立 25 周年のファンドレージングイベントの計画・運営

＊個人ドナーへのメーリング：WRI のニュースレターや資金援助 

＊政府機関への活動成果報告書作成 

＊ウェブサイトのアップデート等 感想 

＊ WRI では Ideas into Action をスローガンにビジネスライクなマネジメント方法を用いて活動効果の検証を徹底して行う。NGO
は寄付金の使い道がはっきりと見えないとの批判もあるが、WRI では各プロジェクトの目的とその効果をドナーや社会に的確
に伝えるということを大変重要視している。また、そのプロセスを通して人をインスパイアーし、更に活動に興味をもってもらえ
るようなコミュニケーションを戦略的に行っており、NGO 経営という点だけでなく、人の心を動かしアクションを促すためにはど
のようにメッセージを伝え働きかけていけば良いのかを学ぶことができた。 

＊ WRI のスタッフは世界各国から集まったつわものだらけであったが、皆気さくでお茶目な魅力的な人柄でとっても楽しい職場
だった。若い人を育てるということに団体として、また一人一人のスタッフも熱心で、知識やスキル・ネットワークを惜しみなく
分けてくれたことによりたくさんの刺激的な人やアイディアとの出会いがあった。 

＊ 女性が仕事と家族をきっちりと両立させてバリバリ働いている姿には女性としてとっても励まされた。また環境 NGO という職
業柄自然をこよなく愛し、自らが自然と触れ合う時間や精神的余裕を持つことを大事にしている人が多く、それがまた仕事へ
の情熱につながっているようで、私もこんな生き方ができればなぁと強く感じた。 

活動内容 

～長期体験談～ 
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～長期体験談～ 

＊大学の卒業単位を４年の前期で満たす。現地での生活費確保
のため、神奈川県の青年国際体験活動支援事業の自由設定コー
スに応募、合格。 
＊申込時には英文エッセイを書き、英語能力検査を受けた。2 ヶ月
の語学研修込みで参加費用は約40万円のコースに決まる。 
＊ＩＣＬＳの紹介・サポートで、国際電話でインタビューを受けて、ホ
ストが決まった。しかしビザの取得に３ヶ月以上もかかった。現在
は、ビザ取得には個人差はあるが、1ヶ月程度とのこと。 
＊最初の２ヶ月間、語学研修（ビジネスイングリッシュ）を受講。こ
の間はホームスティをして、毎朝 9 時から 16 時半までみっちり授
業。講師陣はおもしろかったけど、ＨＷがたくさん出て大変だった。
ホームスティは月 600 ドル位～事前に申込。 

参加にいたるまで 

 

IEBT(International Exchange and Business Training Program) 
に参加し、自然保護団体でのインターンシップを体験。 
場所  米国ワシントンＤＣ 
期間  １年半 
ホスト IUCN-the World Conservation Union-（世界自然保護連合）

アメリカ合衆国ワシントンＤＣ 
URL: http://www.iucn.org/ 

主催  ICLS (The International Center for Language Studies)  
URL: http://www.icls.com/IEBT/Index.htm 

概要 

メッセージ 

いろいろな人との出会いを大切に、どんどん

チャレンジしていってください。私もまだまだ

これからっ♪ Reiko 

： 参考情報 ： 
*IEBT(International Exchange and Business Training Program)は、丁寧なカ
ウンセリングのもと、インターンシップ先を選ぶことを手伝ってくれました。 
*神奈川県の助成金についての詳細はこちら↓ 
www.pref.kanagawa.jp/osirase/seisyonen/sien/index.htm 
*Ocean★Revolution については、www.oceanrevolution.org へ。 
 

People and Nature....only one world 

国際自然保護NGOでインターンシップ 

名前：石黒 玲子（Reiko Ishiguro） 

環境活動の経歴：地元の里山保全活動から始まり、大学時
代のキャンパスエコロジーフォーラム、地域活性化プロジェ
クト ACI。米国滞在中は IUCN 米国事務所でインターン、O
★R 海洋保護のプロジェクト。エコ・リーグインターナショナ
ルチーム.所属。 

プロフィール 

感想 

＊最初に行ったワークショップがチュニジア人のスピーカーでただでさえ聞き取れない英語に、なまったアクセントが加わって理解
に苦しんだ。英語力は、日本にいるときから勉強をしていたものの、日常生活の（部屋の契約やソーシャルセキュリティナンバー
（SSN※）取得など）をすべて自分でやることで、多くのことを学んだ。週末には、知り合いの紹介で出会った Language Exchange 
Partner と勉強したり、映画を観にいったり楽しみながら勉強を続けた。※SSNはアメリカで暮らす上で、ないと人間として扱われていない気分になるので、気をつけて。 
＊インターンの活動は、英語力のアップを図れたと共に、会議やワークショップ等で各国の環境大臣や多くの環境に関する著名
人らと話ができたことは本当に貴重な体験だった。 
＊寄付やインターン・ボランティアの意識が高く、位置づけも日本との大きな違いであった。 
＊ワシントン DC という土地柄、世界中から集まった人々と国際的な交流ができ、また日本ではお目にかかることが少ないアクティ
ブな日本人の方々との出会いもあり、この滞在中に構築した「人的ネットワーク」は、私の一生の財産と言うことができる。 
＊イベントで出会った米国人ディレクターの NPO である O★R（Ocean Revolution）の活動は、まだまだ知られていないけれど、世
界的な青少年の海洋保護活動のネットワークを広めていきたい。 

 

＊IUCN マリンプログラムのアシスタント 

 （全米の水族館に IUCNの活動紹介・会員募集の資料を送付） 

 ボルチモアにある国立水族館とはコラボ企画の打ち合わせにも同席。 

＊ＤＣMarine Community（DCMC）の定例会準備 

＊情報収集・リサーチ（北米だけでなく南米地域対象の活動や 

提言を準備するため、危機に瀕する世界自然遺産リストアップ等） 

＊会議・ワークショップ・Brown Bag Lunch に出席・レポート作成 

  （Mottainai のフレーズでお馴染みのマータイさんの講演や、 

  ブラジルの環境大臣に直接話す機会もあった。） 

＊ニュースレターの編集・発行作業サポート 

＊ホームページの一部翻訳など 

IUCN ・ ・ ・ International Union for Conservation 
Nature and Natural resources.(世界自然保護連
合) は、1948 年に設立された、国、政府機関、
NGOからなる国際的な自然保護機関です。 

活動内容 




